
 

近年、地球温暖化の進行やその影響による異常気象、生物多様性の損 

失、さらに東日本大震災のエネルギー問題などを契機として、環境に対 

する社会の意識が大きく変革し、脱炭素社会・循環型社会に向けた動き 

が加速化しています。 

2015年に合意されたパリ協定では、「産業革命からの平均気温上昇を 

２℃未満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に共有 

化されました。その後、2018年に公表された IPCC（国連の気候変動に 

関する政府間パネル）の特別報告書では、「気温上昇を２℃よりリスク 

の低い 1.5℃に抑えるためには、2050年までに二酸化炭素の排出量を実 

質ゼロにする必要がある」と示されています。 

山形市は、市民・事業者と一体となって、将来にわたって健康で安心 

に暮らすことができる環境を次世代へ引き継いでいくため、2050年まで 

に二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」へ挑戦

することを表明します。  
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